
環 8-1-1 

8 水資源 

8-1 水収支解析について 

8-1-1 トンネル水収支モデルの概要 

計画地周辺における地下水への影響の予測は、トンネル水収支モデルによって行った。プ

ログラムは、TOWNBY を用いた（「トンネル掘さくに伴う湧水とそれに伴う水収支変化に関す

る水文地質学的研究」鉄道技術研究報告、p.4～21、1983 年 3 月）。 

トンネル水収支解析モデルは、表 8-1-1-1 及び図 8-1-1-1 に示すように、3 つのサブモデ

ルで構成される。 

 

表 8-1-1-1 サブモデルの概要 

①地形・地盤 

 モデル 

 

地表水および地下水の流動の場（入れもの）である地形起伏と地下地質構造

を表現するモデルである。地表水は基本的には地形の起伏に従って、標高の

高い地点から低い地点に向け流動する。また、地下水は、地下水位の高いほ

うから低いほうに流動するが、地下水位は地盤の有効間隙率の影響を受ける

とともに、地下水流動量は地盤の透水係数に比例する。 

②水循環モデル 大気―地表・土壌―地下水―地表水の間を循環する水の挙動を表現するモデ

ルである。 

③トンネル 

 モデル 

トンネル掘削状況（切羽位置、掘削速度、トンネル形状、覆工など）のモデ

ル化であり、水循環モデルに組み込むことにより、トンネル掘削による影響

を予測解析することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-1-1 トンネル水収支モデル模式図 

 

地下水流動（準三次元） 

トンネル湧水 
 
  トンネル 

大     気 

地表水流動（平面二次元） 

降水     蒸発散 

浸透           湧出 
（尾根部）         （谷部）



環 8-1-2 

(1) 地形・地盤モデル 

 1) モデルの構造 

地形の起伏が大きく、標高差が大きな山岳部では、地表水の流動だけではなく、自然状態

の地下水流動も地形の影響を大きく受ける。従って、水が流動する場である地形・地盤を三

次元的に表現した。図 8-1-1-2 にモデル構造のイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-1-2 モデルの構造のイメージ（直方体ブロックの集合体） 

（各ブロックの模様の違いで地質の違いを表現している） 

 

 2) 透水量係数 

地下水の流動は平面 2 次元流動として扱うため、平面グリッドごとに深度方向に透水係数

を積算した透水量係数を算出した。図 8-1-1-3 に透水量係数の算出方法のイメージを示す。 

 

図 8-1-1-3 透水量係数の算出方法 

Ａ   ｋＡ×層厚（地下水位よりも下側） 

Ｂ   ｋＢ×層厚（ブロック高さ） 

Ｃ   ｋＣ×層厚（ブロック高さ）    合計 

Ｄ   ｋＤ×層厚（ブロック高さ）     ↓ 

Ｅ   ｋＥ×層厚（ブロック高さ）    透水量係数 

Ｆ   ｋＦ×層厚（ブロック高さ） 

    （ｋ：透水係数） 

地下水位 

 
 
Δz 
         Δy 
    Δｘ 
 

Δｘ : 100 m 
Δｙ : 100 m 
Δｚ :  25 m 



環 8-1-3 

(2) 水循環モデル 

トンネル掘削に伴う水循環の変化に関わる水収支項目と、それらの相互関係をモデル化す

るうえで、地下水と地表水の相互作用を無視できないことから、両者を一括して扱った。 

 

・地表水流動  ： 平面二次元流動（連結タンクモデル、図 8-1-1-4 にイメージを示す。） 

・地下水流動  ： 準三次元流動（地下水流動方程式は式 8-1-1-1 の通り） 

・トンネル湧水 ： トンネルが位置する地盤ブロックとの間で湧水量を算出 

 

水循環の計算では、式 8-1-1-1 に示す方程式を解く。基本方程式（微分方程式）を解くた

めに、一般に、数値解析が用いられる。TOWNBY では、差分法を用いている。 
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     式で、 h：地下水位 

        t：時間 

        T ：透水量係数 

        S ：有効間隙率 

        Qr ：地表からの地下水浸透量 

        Qd ：トンネル湧水量、地表への湧出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-1-4 連結タンクモデル 
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環 8-1-4 

(3) トンネルモデル 

トンネル湧水に関係する主な要素には、地下水位、地盤の透水性、トンネルの径と延長が

ある。これらの関係は、式 8-1-1-2 のように示される（「グラウトによるトンネル湧水量変

化解析」トンネルと地下、vol.11、No.10、p.47～52、1980 年 10 月）。 
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   式で、 ks ：覆工構造物の透水係数 

      k ：地盤の透水係数 

      H ：トンネルから地下水面までの高さ 

      ba, ：トンネル内径、外径 

 

(4) 解析条件 

トンネル水収支モデルに関わる基本項目について表 8-1-1-2 に示す。 

 

表 8-1-1-2 解析条件 

項目 内 容 

解析手法 

モデル  ：トンネル水収支モデル 

解析コード：TOWNBY 

計算条件 ：非定常計算 

解析範囲 

東西 41.1km、南北 25.2km、面積  545.4 ㎞ 2、鉛直方向 100～3,225m 

ブロックサイズ：100m×100m×25m 

最大ブロック数：東西 411、南北 252、鉛直 125 

総ブロック数  ：4,993,336 

境界条件 

表層 ：降雨浸透境界（既知流量境界）、浸出面境界 

水域 ：河川（既知水頭境界、浸出境界） 

尾根部：流域界に基づく地形の尾根部（閉鎖境界） 

地形・地質

条件 

地表面標高：メッシュ標高（国土地理院） 

地質構造 ：地質調査結果に基づく 

気象条件 降水量、蒸発散量 

水理定数 地質調査結果に基づく 

 



環 8-1-5 

8-1-2 水収支解析の検証 

水収支解析の検証に使用した流量観測地点を表 8-1-2-1 及び図 8-1-2-1 に示す。また、検

証結果を図 8-1-2-2 に示す。 

 

表 8-1-2-1 検証に使用した流量観測地点 

地点
番号 

観測地点 種別 

年度 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

豊
水
期 

渇
水
期

中
間
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期 

渇
水
期 

豊
水
期 

渇
水
期 

豊
水
期

1 黒河内川 河川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 滑河内川 河川 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 早川支流 河川 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 早川支流 河川 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 早川支流 河川 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 濁沢川 河川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 内河内川支流 河川          ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 内河内川支流 河川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 保利沢川 河川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 内河内川 河川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注 1： 概ねの時期：中間期（5～6 月）、豊水期（7～9 月）、渇水期（11 月～1 月） 

 



 

環 8-1-6 

 

 

図 8-1-2-1 検証に使用した流量観測地点 

流量観測地点 

（モデル検証用） 

● 河川 



 

環 8-1-7 

 

 

図 8-1-2-2 観測流量と計算流量の比較 

 

 図 8-1-2-2 は観測流量と計算流量の関係を示した図面であり、斜め実線に近く分布している

ほど計算結果の再現性がよい。 

 

 

8-1-3 解析範囲と地質条件 

(1) 解析範囲及び要素区分 

解析範囲は、事業実施区域を包括し、河川等の地形に沿った範囲とした。また、要素は水

平方向に 100m×100m、深度方向に 25m の要素で区分した。解析範囲を図 8-1-3-1 に示す。 

 



 

環 8-1-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 8-1-3-1 解析範囲図 



 

環 8-1-9 

■ 巨摩層群 礫岩 
■ 巨摩層群 砂岩 
■ 巨摩層群 頁岩 
■ 巨摩層群 凝灰岩等 
■ 四万十層群 砂岩 
■  〃   粘板岩 
■  〃   緑色岩・チャート 
■ 断層、断層破砕帯、割れ目集中帯 

(2) 地下地質及び透水係数 

地下地質の要素区分は図 8-1-3-2 に示すとおりである。また、各層の透水係数については、

表 8-1-3-1 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-3-2 地下地質の要素区分 

 

表 8-1-3-1 透水係数モデル入力値（m/sec） 

No. 地盤区分 風化部 ゆるみ部 新鮮岩 

1 未固結層堆積層 1.0×10-6 

2 

巨摩層群 

礫岩 8.0×10-7 4.0×10-7 4.0×10-8 

3 砂岩 4.0×10-7 2.0×10-7 2.0×10-8 

4 頁岩 2.0×10-7 1.0×10-7 1.0×10-8 

5 凝灰岩等 4.0×10-7 2.0×10-7 2.0×10-8 

6 

四万十層群

砂岩 4.0×10-7 2.0×10-7 2.0×10-8 

7 頁岩、砂岩頁岩互層 2.0×10-7 1.0×10-7 1.0×10-8 

8 緑色岩・チャート 4.0×10-7 2.0×10-7 2.0×10-8 

9 断層（推定断層を含む） 1.2×10-6 

10 断層破砕帯 1.0×10-6 

11 割れ目集中帯 7.0×10-7 

 

 

0        1000      2000 (m) 



 

環 8-2-1 

8-2 甲府盆地における水利用の状況について 

甲府盆地における飲料用水の利用状況を表 8-2-1 に、農業用水の利用状況を表 8-2-2 に、工

業用水の利用状況を表 8-2-3 に、温泉の利用状況を表 8-2-4 に示す。 

 

表 8-2-1(1) 飲料用水の利用状況 

№ 地域 
事業 

区分 

名称 

（事業者） 

水源名称 

（所在地） 

水源区分 

（河川名等） 

計画一日 

最大取水量 

（m3/日） 

給水地区 

現在給水人口

1 

笛吹市 
上水

道 

上水道 

（笛吹市） 

大坪八反田水源 

（笛吹市大坪） 

地下水 

(深井戸 130m)
－ 

－ 

－ 

2 
石橋溜井水源 

（笛吹市石橋） 

地下水 

(深井戸 80m) 
－ 

－ 

－ 

3 

甲府市 

上水

道 

上水道 

（甲府市） 

北部第 1水源 

（甲府市中道町白井） 

地下水 

(深井戸 100m)
－ 

－ 

－ 

4 
北部第 2水源 

（甲府市中道町白井） 

地下水 

(深井戸 55m) 
－ 

－ 

－ 

5 
北部第 3水源 

（甲府市中道町上曽根） 

地下水 

(深井戸 100m)
－ 

－ 

－ 

6 
北部第 4水源 

（甲府市中道町上曽根） 

地下水 

(深井戸 43m) 
－ 

－ 

－ 

7 
専用

水道 

専用水道 

（山梨県食品工

業団地協同組合） 

－ 

（甲府市下曽根町） 

地下水 

(深井戸 104m)
－ 

－ 

－ 

8 
－ 

（甲府市下曽根町） 

地下水 

(深井戸 64m) 
－ 

－ 

－ 

9 

昭和町 
上水

道 

上水道 

（甲府市） 

取水 16 号 

（昭和町河東中島道田） 

地下水 

(深井戸 91.5m)
－ 

－ 

－ 

10 
取水 17 号 

（昭和町河東中島道田） 

地下水 

(深井戸 86m) 
－ 

－ 

－ 

11 

中央市 

上水

道 

上水道 

（中央市） 

リバーサイド第 1水源 

（中央市山之神） 

地下水 

(深井戸 100m)
－ 

－ 

－ 

12 
リバーサイド第 2水源 

（中央市山之神） 

地下水 

(深井戸 100m)
－ 

－ 

－ 

13 
鍛冶新居水源 

（中央市山之神） 

地下水 

(深井戸 85m) 
－ 

－ 

－ 

14 
布施第 1水源 

（中央市布施） 

地下水 

(深井戸 100m)
－ 

－ 

－ 

15 
布施第 2水源 

（中央市布施） 

地下水 

(深井戸 89.3m)
－ 

－ 

－ 

16 
布施第 3水源 

（中央市山之神） 

地下水 

(深井戸 85m) 
－ 

－ 

－ 

17 
今福水源 

（中央市今福） 

地下水 

(深井戸 110m)
－ 

－ 

－ 

18 
専用

水道 

専用水道 

（山梨大学医学

部） 

1 号井戸 

（中央市下河東） 

地下水 

(深井戸 210m)
－ 

－ 

－ 

19 
2 号井戸 

（中央市下河東） 

地下水 

(深井戸 210m)
－ 

－ 

－ 

 

 

 

 

 



 

環 8-2-2 

表 8-2-1(2) 飲料用水の利用状況 

№ 地域 
事業 

区分 

名称 

（事業者） 

水源名称 

（所在地） 

水源区分 

（河川名等） 

計画一日 

最大取水量 

（m3/日） 

給水地区 

現在給水人口 

20 

南アル

プス市 

上水

道 

上水道 

（南アルプス市） 

鏡中条浄水場 

（南アルプス市鏡中条） 

地下水 

(深井戸 100m) 
－ 

－ 

－ 

21 
藤田浄水場 

（南アルプス市藤田） 

地下水 

(深井戸 130m) 
－ 

－ 

－ 

22 
西南湖浄水場（第 1水源）

（南アルプス市西南湖） 

地下水 

(深井戸 100m) 
－ 

－ 

－ 

23 
西南湖第 2水源 

（南アルプス市西南湖） 

地下水 

(深井戸 203m) 
－ 

－ 

－ 

24 
江原浄水場（第 1水源） 

（南アルプス市江原） 

地下水 

(深井戸 98m) 
－ 

－ 

－ 

25 
江原浄水場（第 2水源） 

（南アルプス市江原） 

地下水 

(深井戸 120m) 
－ 

－ 

－ 

26 
江原第 3水源 

（南アルプス市江原） 

地下水 

(深井戸 143m) 
－ 

－ 

－ 

27 
江原第 4水源 

（南アルプス市江原） 

地下水 

(深井戸 180m) 
－ 

－ 

－ 

28 
川上第 1浄水場 

（南アルプス市川上） 

地下水 

(深井戸 120m) 
－ 

－ 

－ 

29 
川上第 2浄水場 

（南アルプス市川上） 

地下水 

(深井戸 130m) 
－ 

－ 

－ 

30 
湯沢浄水場 

（南アルプス市湯沢） 

地下水 

(深井戸 251m) 
－ 

－ 

－ 

31 

富士川

町 

上水

道 

上水道 

（富士川町） 

高区 第 1 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 141m) 
－ 

－ 

－ 

32 
高区 第 3 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 50m) 
－ 

－ 

－ 

33 
低区 第 5 

（富士川町天神中条） 

地下水 

(深井戸 72m) 
－ 

－ 

－ 

34 
低区 第 6 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 88m) 
－ 

－ 

－ 

35 
低区 第 7 

（富士川町大久保） 

地下水 

(深井戸 130m) 
－ 

－ 

－ 

36 
低区 第 8 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 130m) 
－ 

－ 

－ 

37 
低区 第 9 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 150m) 
－ 

－ 

－ 

38 
北部 第 2 

（富士川町小林） 

地下水 

(深井戸 170m) 
－ 

－ 

－ 

39 
北部 第 3 

（富士川町小林） 

地下水 

(深井戸 130m) 
－ 

－ 

－ 

40 
殿原水源 

（富士川町最勝寺） 

地下水 

(深井戸 70m) 
－ 

－ 

－ 

資料：「山梨県水道地図」 

「平成 23 年度山梨県の水道」（山梨県ホームページ） 

各市町資料 

 

 

 

 

 



 

環 8-2-3 

表 8-2-2(1) 農業用水の利用状況 

№ 地域 
名称 

(管理者) 
取水の形式 
（所在地） 

水源区分 取水量 
受益面積 
（ha） 

取水 
期間 

1 

笛吹市 

狐川堰 - 
河川 

（狐川） 
- - - 

2 狐川橋上 - 
河川 

（狐川） 
- - - 

3 藤垈用水 - 
河川 

（境川） 
- - - 

4 四石田 - 
河川 

（境川） 
- - - 

5 帯石取入 - 
河川 

（境川） 
- - - 

6 三椚取水 - 
河川 

（境川） 
- - - 

7 飯潰 - 
河川 

（芋沢川） 
- - - 

8 久保田堰 - 
河川 

（芋沢川） 
- - - 

9 狐川取水 - 
河川 

（狐川） 
- - - 

10 鎌田川用水 - 
河川 

（鎌田川） 
- - - 

11 － - 河川 - - - 

12 

甲府市 

- 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大里町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

13 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大里町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

14 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大里町） 

河川 
（鎌田川第 7）

－ － － 

15 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大里町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

16 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市西下条町） 
河川 － － － 

17 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大里町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

18 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（流川） 

－ － － 

19 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（流川） 

－ － － 

20 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（流川） 

－ － － 

21 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（流川） 

－ － － 

22 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市東下条町） 
河川 － － － 

23 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市東下条町） 
河川 － － － 

24 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市宮原町） 

河川 
（鎌田川） 

－ － － 

25 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市堀之内町） 
河川 － － － 

26 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市西下条町） 
河川 － － － 

27 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市堀之内町） 
河川 － － － 

28 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

29 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

30 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

31 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（牛淵川） 

－ － － 

32 - 
水門・樋門・樋管 
（甲府市大津町） 

河川 
（流川） 

－ － － 
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表 8-2-2(2) 農業用水の利用状況 

№ 地域 
名称 

(管理者) 
取水の形式 
（所在地） 

水源区分 取水量 
受益面積 
（ha） 

取水 
期間 

33 

甲府市 

- 
水門・樋門・樋管 

（甲府市） 
河川 － － － 

34 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市） 
河川 

（鎌田川） 
－ － － 

35 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市） 
河川 

（鎌田川） 
－ － － 

36 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市） 
河川 

（渋川） 
－ － － 

37 - 
水門・樋門・樋管 

（甲府市） 
河川 

（渋川） 
－ － － 

38 中・下今井堰 
可動堰 

（甲府市中・下今井） 
河川 

（荒川） 
－ － － 

39 西下条堰 
可動堰 

（甲府市大里町） 
河川 

（荒川） 
－ － － 

40 - 
可動堰 

（甲府市大津町字諏訪田）
河川 

（流川） 
－ － － 

41 上曽根揚水機場 
揚水機場 

（甲府市上曽根町） 
河川 

（笛吹川） 
－ － － 

42 西下条用水井戸 
井戸 

（甲府市西下条町） 
井戸 － － － 

43 - 
井戸 

（甲府市） 
井戸 － － － 

44 - 
井戸 

（甲府市） 
井戸 － － － 

45 - 
井戸 

（甲府市） 
井戸 － － － 

46 - 
井戸 

（甲府市） 
井戸 － － － 

47 蛭沢川大町用水 
ポンプ 

（甲府市下鍛冶屋町） 
河川 

（蛭沢川） 
－ － － 

48 - 
水門（フラップゲート）

（甲府市大津町） 
河川 

（流川） 
－ － － 

49 下今井用水樋管 
水門（可動堰） 

（甲府市上今井町八反田）
河川 

（荒川） 
－ － － 

50 中村用水樋管 
水門（可動堰） 

（甲府市上今井町八反田）
河川 

（荒川） 
－ － － 

51 東下條用水樋管 
水門（可動堰） 
（甲府市大里町） 

河川 
（荒川） 

－ － － 

52 西下條用水樋管 
水門（可動堰） 
（甲府市大里町） 

河川 
（荒川） 

－ － － 

53 取水ゲート 
水門（可動堰） 

（甲府市大津町字諏訪町）
河川 

（流川） 
－ － － 

54 余吐水ゲート 
水門（可動堰） 

（甲府市大津町字諏訪町）
河川 

（流川） 
－ － － 

55 

昭和町 

補償 27 号 
（甲府市上下水道局） 

井戸 
（昭和町押越） 

井戸 
284,850 
m3/年 

－ － 

56 
補償 31 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町飯喰） 
井戸 

529,632 
m3/年 

－ － 

57 
補償 32 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町河西） 
井戸 

712,956 
m3/年 

－ － 

58 
補償 34 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町飯喰） 
井戸 

468,780 
m3/年 

－ － 

59 
補償 35 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町河東中島） 
井戸 

301,536 
m3/年 

－ － 

60 
補償 36 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町河東中島） 
井戸 

291,408 
m3/年 

－ － 

61 
補償 37 号 

（甲府市上下水道局） 
井戸 

（昭和町押越） 
井戸 

745,407 
m3/年 

－ － 

62 － 
井戸 

(昭和町押越) 
井戸 518 m3/日 － － 

 

 

 



 

環 8-2-5 

表 8-2-2(3) 農業用水の利用状況 

№ 地域 
名称 

(管理者) 
取水の形式 
（所在地） 

水源区分 取水量 
受益面積 
（ha） 

取水 
期間 

63 

中央市 

Ｎｏ．１ 
（甲府市上下水道局） 

取水施設 
（中央市井之口村西） 

河川 
2,300 
m3/年 

7 5～10 月

64 Ｎｏ．２ 
取水施設 

（中央市上河東字横田）
河川 

4,300 
m3/年 

利用無 5～10 月

65 Ｎｏ．３ 
取水施設 

（中央市上三条御崎） 
河川 

4,300 
m3/年 

13 5～10 月

66 Ｎｏ．４ 
取水施設 

（中央市井之口今川） 
河川 

7,200 
m3/年 

5 5～10 月

67 Ｎｏ．７ 
取水施設 

（中央市成島二又） 
河川 

4,700 
m3/年 

4 3～10 月

68 
Ｎｏ．８ 

（神明川ポンプ乙
黒水利組合） 

取水施設 
（中央市乙黒上河東） 

河川 
1,700 
m3/年 

9 5～10 月

69 
Ｎｏ．９ 

（神明川ポンプ乙
黒水利組合） 

取水施設 
（中央市乙黒二反田） 

河川 
5,700 
m3/年 

7 3～10 月

70 Ｎｏ．１１ 
取水施設 

（中央市極楽寺横田） 
河川 

4,000 
m3/年 

4 5～10 月

71 Ｎｏ．１２ 
取水施設 

（中央市極楽田砂田） 
河川 

3,000 
m3/年 

4 5～10 月

72 － 
井戸 

(中央市町之田) 
井戸 9 m3/日 － － 

73 一丁畑区長 
井戸 

(中央市町之田) 
井戸 900 m3/日 － － 

74 玉穂町役場 
井戸 

(中央市成島) 
井戸 218 m3/日 － － 

75 
南アル
プス市 

江原地区 
－ 

（南アルプス市江原） 
井戸 － － － 

資料：山梨県農政部耕地課資料、甲府市産業部農業振興課資料           

「山梨県地下水資源の保護及び採取適正化に関する要綱に基づく届出一覧資料」 

（山梨県森林環境部大気水質保全課） 



 

環 8-2-6 

表 8-2-3(1) 工業用水の利用状況 

地域 取水地点 水源区分 取水量（m3/日） 用途 

甲府市 

大津町 深井戸（250m） 1,500 電機機械製造 

宮原町 深井戸（130m） 1,130 プリンタ製造 

宮原町 深井戸（130m） 1,320 プリンタ製造 

宮原町 深井戸（130m） 1,760 プリンタ製造 

大津町 － 984 電気器具製造 

中道町下曽根 － 200 半導体 

宮原町 － 14 プリンタ製造 

宮原町 － 14 プリンタ製造 

宮原町 － 14 プリンタ製造 

宮原町 － 14 プリンタ製造 

落合町 － 150 電気めっき 

高室町 － 900 電気計測器・製造業 

大里町 － 980 半導体製造業 

昭和町 
紙漉阿原 － 900 製造業 

紙漉阿原 － 500 ロボット生産 

中央市 

中楯 － 235 製造業 

中楯 － 120 音響機器設計 

一町畑 － 950 製造業 

東花輪 － 108 電線加工 

極楽寺 － 800 フィルム製造業 

一町畑 － 948 電子部品製造 

中楯 － 150 音響機器設計 

一町畑 － 950 精密機械製造 

中楯 － 40 製造業 

一町畑 － 950 電子部品製造 

資料：「山梨県地下水資源の保護及び採取適正化に関する要綱に基づく届出一覧資料」 

（山梨県森林環境部大気水質保全課） 

 

表 8-2-3(2) 1 日当たり水源別工業用水量（事業者 30 人以上の事業所） 

地域 
事業 

所数 

総用水量 

(m3) 

上水道 

(m3) 

井戸水 

(m3) 

その他の 

淡水(m3) 

回収水 

(m3) 

笛吹市 32 3,327 751 2,548 25 3

甲府市 50 13,175 2,195 9,659 100 1,221

昭和町 16 101,807 867 5,363 ― 95,577

中央市 23 15,725 2,268 4,849 945 7,663

南アルプス市 53 26,354 3,055 12,859 8 10,432

富士川町 4 137 44 93 ― ― 

     資料：「平成 22 年 工業統計調査結果報告書」（山梨県ホームページ） 

 

表 8-2-3(3) 1 日当たり用途別工業用水量（事業者 30 人以上の事業所） 

地域 
事業 

所数 

総用水量 

(m3) 

ボイラ用水 

(m3) 

原料用水 

(m3) 

製品処理用水 

洗浄用水 

(m3) 

冷却用水 

温調用水 

(m3) 

その他 

(m3) 

笛吹市 32 3,327 90 382 544 2,081 230

甲府市 50 13,175 485 339 3,382 7,678 1,291

昭和町 16 101,807 142 310 2,478 94,486 4,391

中央市 23 15,725 702 98 3,897 10,348 680

南アルプス市 53 26,354 386 34 17,722 7,034 1,178

富士川町 4 137 75 ― 3 12 47

     資料：「平成 22 年 工業統計調査結果報告書」（山梨県ホームページ） 
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表 8-2-4 温泉の利用状況 

№ 地域 湧出地 湧出の状況 
掘削時湧出量

（L/分） 

掘削時温度 

（℃） 

1 

甲府市 

下今井町 井戸（深度 1,198m） 300 45.7 

2 西下條 井戸（深度 700m） - - 

3 大里町 井戸（深度 991 m） - 46.5 

4 大津町 井戸（深度 922 m） - 44.0 

5 大里町 井戸（深度 1,102 m） - 49.0 

6 下向山町 - - - 

7 大里町 - - - 

8 大津町 - - - 

9 

昭和町 

河東中島 井戸（深度 800 m） - - 

10 押越 井戸（深度 1,000 m） - 48.1 

11 河東中島 井戸（深度 1,000 m） -  

12 

中央市 

一町畑 井戸（深度 700 m） 452 35.0 

13 乙黒 井戸（深度 600 m） - - 

14 上三条 井戸（深度 850 m） - - 

15 成島 井戸（深度 800 m） - - 

16 極楽寺 井戸（深度 1,000 m） - - 

17 若宮 井戸（深度 1,000 m） - 45.0 

18 成島 井戸（深度 1,000 m） - 47.0 

19 臼井阿原 井戸（深度 800m） 300 36.0 

20 山の神 井戸（深度 927m） - - 

21 西花輪 井戸（深度 1,000m） - - 

22 臼井阿原 井戸 - - 

23 成島 - - - 

24 南アルプス市 西南湖 － 205 43.6 

25 富士川町 長沢 井戸（深度 1,200m） 419 38.9 

                資料：「山梨県温泉データベース」（山梨県森林環境部大気水質保全課） 

                   「山梨県公共温泉利用施設一覧」（山梨県ホームページ） 

                   「山梨県民間温泉利用施設一覧」（山梨県ホームページ） 

                   市町資料（中央市、南アルプス市、富士川町） 

 



 

環 8-3-1 

8-3 高架橋施工に伴う水資源への影響（甲府盆地付近の状況） 

甲府盆地内における駅部、橋梁及び高架橋の工事においては、基礎工等の掘削工事を行うが、

掘削時には図 8-3-1 に示すとおり鋼矢板等で締切るなど止水性の高い施工方法を採用し、周辺の

地下水に影響を及ぼすことはないと考えている。仮に、現地の地質状況などにより止水が十分に

効かないことがあった場合でも、駅部、橋梁及び高架橋とも掘削工事の深度は 5m 程度を想定して

おり、20～30m 程度とされる甲府盆地の浅層帯水層内の表層部分に限られる。また、掘削箇所ご

とに排水のための釜場を設置する等、規模の小さい排水処理対策を行いながら施工を進めること

から、周辺の地下水に影響を及ぼすことは少ないと考えている。 

加えて、「8-2 甲府盆地における水利用の状況について 環 8-2-1～2 表 8-2-1(1)～(2)飲料

用水の利用状況」に示すとおり、水道用など主要な井戸は深井戸であり、これらが取水対象とし

ているのは、難透水層で浅層帯水層と区分される深層帯水層と考える。（図 8-3-2 甲府盆地の深

井戸の地層図参照） 

さらに、高架橋等の基礎掘削部は帯水層を連続的に全面的に締切るのではなく、橋脚毎に間隔

をあけて施工する計画であり、浅層地下水の地下水流動を大きく遮断・阻害することはない。し

たがって、自噴するものも含めて周辺井戸などに対して大きな影響を与えることはないと考えて

いる。 

一部の長大橋りょう等において、基礎形式にケーソン基礎を採用する場合は主に河川部を想定

している。また、河川部以外でケーソン基礎を採用する場合がある。一方で、ケーソンの径は約

10ｍ程度、橋脚間隔は短くても約 80m 程度を想定しているため、施工にあたって河川や帯水層を

連続的に締め切ることはなく河川の流動や地下水の流動を大きく阻害するものではないこと、ま

た、適切な止水性の高い施工方法を採用することにより、水資源への影響は小さいと考えている。

なお、周辺に住居等が存在する箇所でニューマチックケーソン工法を用いる場合は、適切に計測

管理を行うため、圧気による周辺への影響はない。 

なお、甲府盆地の水理地質と現地調査等による自噴状況は、図 8-3-3 や表 8-3-1、表 8-3-2 に

示すとおりであり、計画路線周辺において自噴する井戸が存在することは、把握している。 

 さらに、基礎工等の掘削工事では、施工前に詳細な地質調査等を実施し、水資源等への影響を

防ぐための施工計画やモニタリング計画を策定し、工事を実施する。 
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（断面図） 

 

浅層帯水層                 

  

 

 

難透水層（粘土層等） 

 

 

深層帯水層 

 

図 8-3-1(1) 基礎工等の掘削工事概要（直接基礎・基礎杭） 

掘削部 

掘削部 

※地質状況により基礎杭を行う場合がある。 

浅井戸 深井戸 

地下水流動 
井戸 

※自噴井もあり 

5m 程度 

G.L.から-20m～30m 程度 
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（断面図） 

 

浅層帯水層                 

  

 

 

難透水層（粘土層等） 

 

 

深層帯水層 

 

図 8-3-1(2) 基礎工等の掘削工事概要（ケーソン基礎） 

掘削部 

掘削部 浅井戸 深井戸 

地下水流動 
井戸 

※自噴井もあり 

G.L.から-20m～30m 程度 

※ケーソン基礎は、河川部等において採用する場合がある。 
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図 8-3-2(1) 甲府盆地の深井戸の地層図 

 

図 8-3-2(2) 甲府盆地の深井戸の地層図 

資料：「日本水理地質図 30 山梨県甲府盆地」（1970）

計画路線近傍 

浅層帯水層 

深層帯水層 

難透水層 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「日本水理地質図30 山梨県甲府盆地」（昭和55年7月、工業技術院地質調査所） 

図8-3-3(1) 甲府盆地の水理地質と現地調査等による自噴状況 

 

以前は自噴していたが、 

現在は自噴していない 

（甲府市小曲町井戸所有者

ヒアリング結果） 

井戸（自噴井）は存在するが、以前より減っている

（中央市井戸所有者ヒアリング結果） 

多数の自噴井が存在する 

（南アルプス市ヒアリング結果）

富士川町上水道水源井は自噴していない

（富士川町上下水道課資料） 

甲府市上水道水源井（上曽根） 

は自噴していない 

（甲府市上下水道局資料） 
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図8-3-3(2) 甲府盆地水理地質図の凡例 
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※参考（現地調査結果） 

表 8-3-1 現地調査結果（自噴井） 

地点

番号 
市町村 所在地 備考 

水量(L/min) 

春季 夏季 秋季 冬季 

2 

中央市 

成島 個人井戸（自噴井） 9 7 8 8

3 上三條 
個人井戸（自噴井、

井戸の深さ 132ｍ）
197 211 201 187

4 
南アルプ

ス市 

田島 
個人井戸（自噴井、

井戸の深さ 16.5ｍ）
10 12 10 10

5 加賀美 
個人井戸（自噴井、

井戸の深さ 10ｍ） 
21 22 24 21

 

表 8-3-2 現地調査結果（非自噴井） 

地点

番号 
市町村 所在地 備考 

地下水位(GL-m) 

春季 夏季 秋季 冬季 

1 甲府市 上曽根 個人井戸（浅井戸） 1.71 1.79 1.62 1.73

6 富士川町 天神中條 
個人井戸（井戸の深

さ 6ｍ）、現在未使用
5.21 4.93 5.20 5.36

注）春季：平成 25 年 4月、夏季：平成 24 年 8月、秋季：平成 24 年 10 月、冬季：平成 25 年 1月 
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8-4 山梨リニア実験線工事における水資源対策について 

8-4-1 実験線区間の水資源等への影響検討について 

山梨リニア実験線においては、工事に先立ち、実験線区間のトンネル掘削に伴う代表的な水

資源等への影響検討を行っており、その結果は表 8-4-1-1 のとおりである。 

 

表 8-4-1-1 影響検討結果 

位 置 ・ 場 所 影響検討結果 水資源の減少、枯渇等の状況 

境川村～御坂町 

①竹居～上黒駒間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層に亀裂が

発達しており、地下水位下の施工と

なるため、地下水位の低下が予測さ

れ、路線周辺の井戸等の一部に影響

があることが予測される。 

天川流域において減渇水が確認さ

れた。 

 

御坂町～大月市笹子町 

②上黒駒～奥野沢間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層は揉まれ

ており、トンネル掘削に伴う地下水

位の低下により狩屋野川の流量が影

響をうけ減少すると予測される。 

 

狩屋野川流域のほか、戸倉川流域、

達沢流域において減渇水が確認さ

れた。 

 

大月市笹子町～都留市小形山 

③奥野沢～丸田沢間のトンネル 

この区間の地質は、基盤層は揉まれ

ており、割れ目も発達し、それに沿

って粘土化もしている。トンネル掘

削に伴う地下水位の低下により奥野

沢、穴沢及び日影沢の流量が影響を

うけ減水すると予測される。 

 

日影沢流域において減渇水が確認

された。 

奥野沢川流域、カラ沢（穴沢）流

域においては、明確な流量の減少

は確認されなかった。 

大月市笹子町～都留市小形山 

④丸田沢～中谷間のトンネル 

この区間の地質は比較的固結度がよ

く透水性も小さい。また、この区間

の沢は降雨量に左右され、付替が可

能なことから影響はほとんどないも

のと考えられる。 

明確な流量の減少は確認されなか

った。 

 

都留市小形山～朝日曽雌 

⑤九鬼～大平間のトンネル 

この区間の地質は、比較的固結度も

よく透水性も小さいため、影響はほ

とんどないと考えられる。 

朝日小沢流域において減渇水が確

認された。 

 

都留市小形山～朝日曽雌 

⑥大平～朝日曽雌間のトンネル 

この区間の地質は、比較的固結度も

よく透水性も小さいため、影響はほ

とんどないと考えられる。 

明確な流量の減少は確認されなか

った。 

 

朝日曽雌～南都留郡秋山村 

⑦朝日曽雌～大の入川間のトンネ

ル 

この区間の地質は全体的には良好で

ある、しかし、付近の断層の影響に

より一部基盤が風化していることも

考えられ、棚ノ入沢が影響を受ける

ことが予測される。 

棚ノ入沢流域において減渇水が確

認された。 

 

朝日曽雌～南都留郡秋山村 

⑧大の入川～安寺沢間のトンネル 

この区間の地質は全体的には良好で

ある、しかし、付近の断層の影響に

より一部基盤が風化していることも

考えられ、暮ヶ沢が影響を受けるこ

とが予測される。 

暮ヶ沢流域においては、明確な流

量の減少は確認されなかった。 

一方で、秋山カントリークラブ付

近の沢において減渇水が確認され

た。 



 

環 8-4-2 

8-4-2  工事中の影響及び対応 

実験線の影響予測においては、一部において影響があると予測されたこと、代表的な河川を

抽出しており、それ以外の河川に減渇水が生じる可能性もあることから地元と協議の上、測定

箇所を選定して継続的に流量観測を行い、減水の兆候を事前に把握するよう努めた。また、よ

り精緻な調査のため一部の地区については、観測用の井戸を設けるなどの対応をとった。その

結果、竹居～上黒駒間のトンネル、上黒駒～奥野沢間のトンネル、朝日曽雌～大の入川間のト

ンネル、大の入川～安寺沢間のトンネルにおいて流量の減少等が観測されたが、住民（水利用

者）の生活に支障をきたさぬよう、応急対策を実施しており、その後も流量観測を継続し、住

民の皆様と協議をしながら、必要な恒久対策を実施している。 

 

8-4-3 トンネル工事実施時の水資源に対する対応の基本的な考え方 

山梨リニア実験線区間での影響検討と、本評価書における予測は、ともに水文・地質学的検

討を基本に定性的に行っており、水収支解析を実施し定量的に予測している南アルプス区間を

除き予測の考え方には基本的に違いはない。そのため施工中は河川流量、井戸水位観測、水質

調査等の水文調査を継続的に行い、トンネル掘削に伴う湧水で地表水の枯渇減少等により地表

水利用に対する影響監視を継続的に実施する。工事中に減水・渇水などの兆候が認められた地

区については、住民（水利用者）の生活に支障をきたさぬよう、応急対策を実施する。具体的

には、揚水井戸を設け水道設備に供給したり、トンネル湧水を簡易水道に供給したりする等の

対策を実施する。 

万が一補償が必要な場合は、「公共事業に係る工事の施工に起因する水枯渇等により生ずる

損害等に係る事務処理について」 （「資料編 8-5 公共事業に係る工事の施工に起因する水

枯渇等により生ずる損害等に係る事務処理要領について」 参照）に基づいて補償を行う。 
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8-5 公共事業に係る工事の施行に起因する水枯渇等により生ずる損害等に係る 

  事務処理要領について 
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